
農業生産額の８割が生乳を
中心とした酪農の町

大樹町は、北海道十勝地域南部に位置し、

町の中心を流れる歴舟（れきふね）川は、環

境庁から過去に６回、「日本一の清流」とし

て指定され、「水の郷１００選」にも選ばれてい

ます。その流域には１万１０００haの広大な農地

が広がっていますが、太平洋沿岸のため寒暖

の差が激しく、特に夏場は海霧の影響を受け

やすい冷涼な気候であることから、農地のう

ち８０００haは飼料作物です。このため主産業は

畜産で、農業生産額の７～８割が生乳生産を

中心とした酪農によるものです。

平成２３年１１月現在、農業収入のある１７３戸
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私は昭和４５年に大樹（たいき）町農業協同組合（JA大樹町）に入職し、酪農経営指導の担
当を経て、昭和５８年から今年４月２２日付で退任するまで、融資課職員、経営再建対策課長、
金融部長、常務理事とそれぞれの役職を通して農家経済改善対策指導に携わってきました。
この間、時代の趨勢（すうせい）もあって組合員戸数は減少したものの、１戸当たりの負債
額および農協全体の負債額が減少する一方で、農業生産量・額は増加しています。酪農を核
とする農協組織のなかで、負債を抱える畜産農家に対するさまざまな支援・指導対策が機能
していると自負しています。２回に分けて、私が歩んできた、農家経済改善対策指導の道程
を振り返りつつ、経営再建農家に対する指導の在り方を考えてみます。
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高額負債を抱えた経営再建農家への指導・支援（上）
―私が歩んだ、農家経済改善対策指導の道程―

河村 俊彦
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のうち酪農が１１７戸（うち農業収入の８０％以

上が酪農の専業１０８戸）で、人口の約３倍の

１万７７９４頭の乳牛が飼養されています。この

うち経産牛は１万２５７頭で、年間９万２０００t余

りの生乳を生産しています。そのほか１２戸の

肉用牛農家で黒毛和牛３２９９頭（うち繁殖雌牛

１４８９頭）、ホルスタイン去勢牛１３９３頭、交雑

種１１２１頭が飼養されているほか、４４戸の畑作

農家が種子馬鈴しょ、ビート、小麦などを生

産しています。

再建対策指導農家を選定、指導へ

このように、大樹町は酪農を中心にした農

業を展開する町です。戦後、大樹町の酪農は

高度経済成長による消費者の購買力の増加を

背景とした需要増に支えられて発展しました

が、昭和５０年代に入ると生産力は需要を上回

るようになり、生乳生産調整の時代に入りま

した。さらに、２回のオイルショックによる

生産資材の高騰、乳価の低迷、牛肉の輸入自

由化に起因する雄子牛価格の低迷、規模拡大

に伴う莫大な投資とその償還などの難題が山

積し、酪農経営にとっては厳しい環境が続い

た時代でもあったといえるでしょう。

当然ながら、酪農収入で経営費ばかりでな

く、家計費も要償還金も賄えない経営不振に

陥る酪農家も出てきました。そこで、北海道

農業協同組合中央会の指導に基づき、負債が

増加傾向にある組合員を「再建対策指導農

家」と定めて、重点的に経営指導を行うこと

にしました。前述のように、私は大学卒業後、

昭和４５年に大樹町農協に職を得て、酪農経営

指導、融資課に配属された後、農家再建対策

課長を拝命されていたころ（平成元年～４

年）のことです。

「再建対策指導農家」の対象となったのは、

貸出業務規定に定めるＡ～Ｄ階層区分のうち

ＣとＤ階層のものです。Ａ＝負債率５０％未満、

Ｂ＝同８０％未満、Ｃ＝同１００％未満、Ｄ＝同

１００％以上、という区分です。負債率は負債

÷資産×１００の式で求めます。資産は、土地、

家畜、共済掛金、出資金の合計額としました。

土地は、町固定資産税評価額の２０倍（農地以

外は実情に即した倍率）。家畜は家畜共済加

入畜で家畜共済補償額を基本としました。た

だし、補償額は段階的に引き下げて１８年度末

６０％、２０年度末からは５０％となっています。

共済掛金は農協共済解約返戻金の１００％、出

資金は払込済出資金の１００％です。

一方、負債は組合員勘定（いわゆる組勘）

の繰越借残、短期貸付金（貯金担保を除く）、

長期貸付金（制度資金を含む）、受託資金等

の合計額から据置貯金、更新積立貯金を差し

引いた額としました。

Ｃ、Ｄ階層のほか、２年連続で「農業収入

で経営費は賄えたが、家計費と要償還金を賄

えなかったもの」または「農業収入で経営費

を賄えなかったもの」も再建対策指導の対象

農家としました。

平成元年当時の農家の経済状況をみると、

畑作を含む管内全体の営農戸数３０２戸（組勘

取引）、営農戸数負債額１１１億１３００万円、営農

１戸当たり負債額３７０４万円、同生産額２９２７万

円で、平均売上高負債率は１２６．５％、平均農
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業所得は７０６万円でした。その結果、Ａ階層

１７３戸、Ｂ階層７７戸でしたが、再建対策指導

の対象となるＣ階層２３戸、Ｄ階層２９戸と合計

５２戸となりました。この中から、特別（濃密）

指導農家２２戸、一般指導農家７戸を選定。

対象農家は農協内部に設置された「農家経

営検討委員会」によって指導を受けることに

なりますが、負債が固定化した原因の多くは、

過剰投資や放漫経営（計数管理の欠如）によ

る組勘のツケが回ってきている場合がほとん

どで、経営不振を技術成績に求めるのは早計

であると判断しました。つまり、技術面では

さしたる問題がないのに償還金や支払利息が

高いために、負債が累増している経営が少な

からず見受けられました。そこで、経営の点

検指導には技術面はさることながら経営面の

指導を特に重点項目としました。

一般指導農家と特別（濃密）指導農家に対

する指導項目は次の通りです。

⑴ 一般指導農家

①組勘取引は、生産物金融を基本として資金

供給を行うので、農畜産物の出荷、生産資材

の購入は、農協全面利用を図る（経営分析）。

②記録、記帳の励行

③月別収支計画樹立に基づく組勘管理。

④農協内部に設置した再建指導班による経

営、技術面の指導のための現地巡回、家族

ぐるみで濃密指導を行う。

⑵ 特別（濃密）指導農家

①経営指導は特別指導班を設置して、町、農

業改良普及所など関係機関、関係部門との

連携を密にし、家族全員に対して特別管理

と濃密巡回指導を行う。

②組勘取引は、生産物金融を基本として資金

供給を行うので、農畜産物の出荷、生産資

材などの購入は、農協全面利用を図る。

③中長期計画による再建対策の樹立と記録、

記帳の励行を図る。

④月別収支計画樹立に基づく組勘管理。

⑤経営管理改善に要する資金を低利で融資する。

⑥営農資金自賄貯金の積立適用除外。

②④については一般指導農家の項目と同じ

ですが、特別指導班による家族全員に対する

特別管理と濃密巡回指導、さらに中長期計画

による再建対策の樹立が加わっていること、

⑤⑥の措置がとられることが大きな違いです。

負債整理対策

短期負債解消のため、畜産農家に対しては

大家畜経営体質強化資金、畑作農家向けには

自作農維持資金（再建整備・償還円滑化）等

の制度的負債対策の積極的活用、さらに町・

農協利子補給による農業経営自立安定資金で

対応しました。

農業経営自立安定資金とは、町・農協の独

自事業で、昭和５８年、同６１年、平成元年と３

４月までJA大樹町の常務理事を務めた筆者
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回にわたり取り組んだものです。対象者は、

短期負債の累増により経営を圧迫されている

農家で、しかも制度上の負債対策を受けるこ

とが困難な者であって、中長期改善計画によ

り自立安定が見込まれる者。後ろ向きの対策

との批判もありましたが、早期の経営安定確

保のための“カンフル剤”の効果があったと

思います。

特別指導を行ううえでの課題

前述したように、特別指導の対象になった

農家には再建指導班が直接庭先まで押しかけ

るため、早く再建指導農家から逃れたいとい

う意識が芽生えます。家族にも経営の現状を

知らせることにより、より家族の協力が得ら

れます。記帳・記録によりどんぶり勘定の解

消につながるなどの効果がありました。

また、特別指導農家に厳しく対応している

ことが、組合員全体に周知することで、Ａ・

Ｂ階層の経営に対する危機意識が強くなった

こともメリットとしてあげられます。

一方、課題も浮き彫りになりました。組合

員意識が強く、「なんで農協職員ごときに借

金のことまでいわれなければならないのか」

との強い抵抗があり、聞く耳を持たない人も

いました。再建指導班の編成が地区担当理事、

普及所職員、町職員、JA担当者と多いときは

６人にもなり、“大名行列”のようだといわ

れ、拒絶意識が強くなったのも事実です。

担当職員が心を鬼にして家計費などの経費

を切り詰めさせても、再建指導農家が直接役

員（理事）に訴え、理事の組合員に対する遠

慮から「困っているなら、家計費を出してあ

げなさい」といってしまうケースも少なくあ

りませんでした。再建指導班がいくら厳しく

意識改革を訴えても、やる気を起こさない農

家には指導の限界を感じました。

再建指導農家へ負債整理などの支援に力を

入れると、優良農家から「成果も上がらない

のに融通しても無駄だ」との不満が出まし

た。やる気のある農家も、そうでない農家に

も組勘の赤字分を、負債整理資金を活用して

借り換えさせたので、やる気のない農家は改

善されず、場当たり的な延命措置になってし

まったこともありました。

新しく再建指導課を設置しても、内部では

まだまだ支援体制が弱かったのを記憶してい

ます。厳しく資金対応すると、メーカーロー

ンを使って機械を購入したり、牛を家畜商な

どに売って資金化したり。担当職員が資金の

融通を締めても、農協内部のほかの課どうし

の連携が密でなく、計画外の営農資材を販売

してしまう、といったこともありました。

親の財産を何の苦労もなく、継承した後継

者は、親の甘やかしもあって自立心がなく、

財産を食いつぶす傾向があります。特に、３

代目、４代目は祖父、曾祖父が苦労して築い

たことを直接見聞きしていないことが多いの

で、この傾向が強いように思われます。

次回は金融部長としての農家再建対策の取

り組み、常務理事として前述の問題をどのよ

うに克服していったか、などについて述べた

いと思います。（文責：編集部）

（筆者：大樹町農業協同組合 前常務理事）
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集計方法

平成２０年４月～平成２１年３月の期間に経営

年度の期末を迎えた事例を対象に、地域、所

得等について階層区分を行い、項目ごとにそ

の階層の平均値を算出しました。

なお、調査客体は前年度に比べておおよそ

３分の１を入れ替え、北海道は４０客体から７０

客体に増加し、都府県は２６１客体から２１３客体

に減らしています。このことから、時系列的

には正確には継続していませんが、概観ある

いは便宜的にその変化を述べている部分があ

ります。

経営概要

平成２０年の経営概要は表１の通りです。

⑴ 北海道

①経営規模

労働力員数は３．１人で前年（平成１９年）と

変化ありません。

１戸当たりの経産牛飼養頭数は５８．５頭（前

年６２．５頭）で、家族労働力１人当たりでみた

場合は２０．２頭（前年２１．６頭）です。耕・草地

延べ面積は８３．４ha（前年５９．７ha）となって、

前年よりは大幅に広くなっています。

②収益性

経産牛１頭当たり産乳量は７７９９kgと前年の

７３２６kgを上回り、さらに、生乳１㎏当たりの

平均価格も８１．６円と前年（８１．２円）から微増

しました。加えて、経産牛１頭当たり牛乳販

売収入も６２万８０００円と前年（５８万４０００円）よ

りやや上昇しました。

経産牛１頭当たり購入飼料費は２４万３０００円

と、前年（１９万７０００円）と比べて大幅に増え

ました。

売上高は上昇したものの、購入飼料が大幅

に増えたことから、経産牛１頭当たり年間経

常所得は１３万２０００円と、前年（１４万４０００円）

より１割弱低下しています。このことから家

族労働力１人当たり年間経常所得は２７２万

２０００円と前年（２９７万９０００円）より下がって

います。

㈳中央畜産会では毎年、道府県畜産協会等が実施している経営診断・指導事例の経営状況
を把握するために、「経営支援活動の対象となった畜産経営の実態把握」についての調査を
行っています。平成２２年度に取りまとめた結果をこのほど分析しましたので、酪農経営・肉
用牛繁殖経営・肉用牛肥育経営・養豚一貫経営の順に、４回に分けて掲載します。

全国集計結果からみた畜産経営の動向①（酪農経営）
㈳中央畜産会
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③技術諸要因

経産牛１頭当たり年間産乳量は７７９９㎏と前

年（７３２６㎏）より増えています。

平均乳脂率は４．０３％（前年４．１０％）、平均

分娩間隔は１４．２ヵ月（前年１４．４ヵ月）、経産

牛事故率は７．８％（前年６．６％）、経産牛１頭

当たり年間飼養管理労働時間は１２２時間（前

年１０６時間）となっています。また、乳飼比

は３８．９％（前年３４．０％）となっています。

④安全性

経産牛１頭当たり借入金残高は１５万４０００円

（前年６７万８０００円）となっています。経産牛

１頭当たり年間借入金償還負担額は８万２０００

円（前年９万円）です。

⑵ 都府県

①経営規模

労働力員数は２．９人（前年２．９人）となって

います。

１戸当たりの経産牛飼養頭数は５０．１頭で前

年（４４．６頭）を上回りました。家族労働力１人

当たりでみた場合は２０．０頭（前年１７．２頭）です。

耕・草地延べ面積は１５．３haで前年の１３．８

ha、平成１８年の１３．３haと比較して上昇傾向に

あります。

②収益性

経産牛１頭当たりの産乳量は８２２８kgとほぼ

前年（８２１７kg）並み、生乳１㎏当たり平均価

格は９６．７円（前年９４．７円）となっており、経

産牛１頭当たり牛乳販売収入は８０万５０００円と

（表１）経営の概要（平成２０年、酪農経営）

項目 単位 北海道 都府県
平成２０年 平成１９年 平成２０年 平成１９年

集計戸数 戸 ７３ ４０ ２１３ ２６１

規模

労働力員数 人 ３．１ ３．１ ２．９ ２．９
うち家族労働力員数 人 ２．９ ２．９ ２．５ ２．６

飼養頭数 経産牛飼養頭数 頭 ５８．５ ６２．５ ５０．１ ４４．６
耕・草地延べ面積 a ８，３３８．６ ５，９７０．５ １，５２６．８ １，３７６．９

収益性

家族労働力１人当たり年間経常所得 千円 ２，７２２ ２，９７９ ５４５ １，７２１
経産牛１頭当たり年間経常所得 円 １３１，８６６ １４３，５６３ ９２，２１４ １０６，３３３
所得率 ％ １８．３ ２２．３ １０．７ １２．４
経産牛１頭当たり売上高 円 ７２１，５３６ ６４３，０２３ ８６３，２２２ ８６０，８６６

うち牛乳販売収入 円 ６２７，５４９ ５８３，８８２ ８０４，８６９ ７８０，３７１
経産牛１頭当たり売上原価 円 ６９８，４２４ ６０５，３９７ ８３０，９５７ ７９４，４１９
同労働費 円 １５７，４６０ １４９，８８２ １６４，４１２ １７３，４３９
同購入飼料費 円 ２４２，５５２ １９６，７９５ ４５０，６９８ ４０５，８２９
同減価償却費 円 １１５，１８５ １０４，８８２ １２３，０３２ １１５，８０４

技術諸要因

経産牛１頭当たり年間産乳量 ㎏ ７，７９９ ７，３２６ ８，２２８ ８，２１７
平均乳脂率 ％ ４．０３ ４．１０ ３．９３ ３．９４
生乳１㎏当たり平均価格 円 ８１．６ ８１．２ ９６．７ ９４．７
平均分娩間隔 月 １４．２ １４．４ １４．７ １４．６
受胎に要した種付回数 回 ２．３ ２．５ ２．２ ２．２
経産牛事故率 ％ ７．８ ６．６ １０．１ ８．６
経産牛１頭当たり年間飼養管理労働時間 時間 １２２ １０６ １３７ １４０
経産牛１頭当たり供用土地面積 a １４７．７ １０１．７ ３８．２ ３４．９
乳飼比（育成牛その他を含む） ％ ３８．９ ３４．０ ５６．０ ５２．１

安全性 経産牛１頭当たり資金借入残高 円 １５４，２０５ ６７７，９８１ ３７６，３６０ ３７１，６３０
経産牛１頭当たり年間借入金償還負担額 円 ８１，７１０ ８９，９６２ ６９，１３６ ５１，６３０
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前年（７８万円）より上がっています。

経産牛１頭当たり購入飼料費は４５万１０００円

で前年（４０万６０００円）より１割方上がってい

ます。

牛乳販売収入は増えたものの、経産牛１頭

当たり年間経常所得では９万２０００円と前年

（１０万６０００円）に引き続き下回りました。ま

た、家族労働力１人当たり年間経常所得にお

いても５４万５０００円と、前年（１７２万１０００円）

よりも大幅に下がっています。

③技術諸要因

経産牛１頭当たり年間産乳量は、８２２８㎏で

す。平均乳脂率は３．９３％（前年３．９４％）、平

均分娩間隔は１４．７ヵ月（前年１４．６ヵ月）、経

産牛事故率は１０．１％（前年８．６％）、経産牛１

頭当たり年間飼養管理労働時間は１３７時間

（前年１４０時間）と事故率は高まったものの、

他の項目はほぼ前年並みとなっています。

乳飼比は５６．０％（前年５２．１％）でした。

④安全性

経産牛１頭当たり借入金残高は３７万６０００円

で、前年（３７万２０００円）を少し上回りました。

また、経産牛１頭当たり年間借入金償還負担

額は６万９０００円（前年５万２０００円）となって

います。

費用構成

平成２０年の経産牛１頭当たり当期生産費用

の費目構成は表２の通りです。さらに、本費

用を主要な費目にくくり、当期生産費用に占

める構成を示したものが次ページの図となり

ます。占める割合の最も大きいのは、購入飼

料費で北海道が３２％、都府県が４９％となって

います。

（表２）当期生産費用の構成（平成２０，１９年、酪農経営、経産牛１頭当たり） （単位：円、％）

項目
北海道 都府県

平成２０年 平成１９年 平成２０年 平成１８年構成比 構成比 構成比 構成比

当
期
生
産
費
用

種付料 １６，９９９ ２．２ １４，９８５ ２．２ １２，５４３ １．４ １３，４８８ １．５
もと畜費 ５，５９５ ０．７ ９，６０７ １．４ １７，３３７ １．９ ２３，５６４ ２．６
購入飼料費 ２４２，５５２ ３１．８ １９６，７９５ ２８．９ ４５０，６９８ ４８．８ ４０５，０６４ ４５．３
自給飼料費 ３３，４８６ ４．４ ３０，１７５ ４．４ １４，７６４ １．６ １６，０７８ １．８
敷料費 ３，４５０ ０．５ ２，８４５ ０．４ ５，５０９ ０．６ ５，６７３ ０．６
労
働
費

雇用労働費 ５，９６４ ０．８ ４，８０４ ０．７ １４，４８０ １．６ １６，４４６ １．８
家族労働費 １５１，４９６ １９．８ １４５，０７８ ２１．３ １４９，９３２ １６．２ １６３，０７８ １８．２
計 １５７，４６０ ２０．６ １４９，８８２ ２２．０ １６４，４１２ １７．８ １７９，５２４ ２０．１

診療・医薬品費 １３，０２１ １．７ １１，９１６ １．８ ２３，９５０ ２．６ ２４，７９０ ２．８
電力・水道費 １９，５１４ ２．６ １６，６７９ ２．５ ２４，４２２ ２．６ ２２，９９０ ２．６
燃料費 ２４，１２１ ３．２ １８，６５３ ２．７ １８，５３１ ２．０ １７，１１０ １．９

減
価
償
却
費

建物・構築物減価償却費 ２７，８３５ ３．６ ２２，６３４ ３．３ ２１，４８７ ２．３ ２０，３９８ ２．３
機器具・車輌減価償却費 ３５，７０４ ４．７ ３０，４１４ ４．５ ３５，４１４ ３．８ ３２，６３１ ３．６
家畜減価償却費 ５１，６３７ ６．８ ５１，３７１ ７．６ ６６，１３１ ７．２ ５９，９２９ ６．７
草地減価償却費 ９ ０．０ ４６２ ０．１ ０ ０．０ ０ ０．０
計 １１５，１８５ １５．１ １０４，８８２ １５．４ １２３，０３２ １３．３ １１２，９５８ １２．６

修繕費 ３７，２９８ ４．９ ２８，８０２ ４．２ ２４，４６３ ２．７ ２６，４３４ ３．０
小農具費 ４５６ ０．１ ６３６ ０．１ ３，６９４ ０．４ ４，８７２ ０．５
消耗諸材料費 ２６，８１９ ３．５ ２８，２２１ ４．１ １５，６０１ １．７ １４，１８８ １．６
賃料料金その他 ６７，６６９ ８．９ ６６，１７６ ９．７ ２３，８３５ ２．６ ２７，８７７ ３．１
当期生産費用合計 ７６３，６２３ １００．０ ６８０，２５２ １００．０ ９２２，７９０ １００．０ ８９４，６１１ １００．０

2011.5.15 No.258 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

7



次いで大きいのが労働費、減価償却費とな

っており、労働費は北海道２１％、都府県１８％、

減価償却費は北海道１５％、都府県１３％という

状況です。

以上の３費目で、北海道は当期生産費用の

６８％、都府県は８０％を占め、その割合を高め

ています。

所得階層比較分析

平成２０年における家族労働力１人当たり年

間経常所得階層別の経営概要は、表３の通り

となっています。集計対象を上位２０％、中位

６０％、下位２０％に分類し、それぞれの数値を

表示しています。

⑴ 北海道

①経営規模

労働力員数は、下位階層３．６人、中位階層

が３．１人と、上位階層２．８人と上位階層ほど少

なくなっています。また、経産牛飼養頭数、

耕・草地延べ面積については、上位階層ほど

大きく下位階層のほぼ２倍になっています。

②収益性

経産牛１頭当たり所得は上位階層が最も多

く２６万６０００円、次いで中

位階層が１４万１０００円、下

位階層では△３万円とな

っています。

このように下位階層は

赤字であり、他の階層に

比べ経産牛１頭当たりの

売り上げ原価も高くなっ

ています。また、下位階

層の経産牛１頭当たり売上高では上位階層と

比較して７０％にとどまっており、一方の経産

牛１頭当たり売上原価では上位階層より１３％

多くなっています。

③技術諸要因

経産牛１頭当たり産乳量は中位階層が最も

多く、７９８４㎏となっています。経産牛事故率

については、下位階層が８．２％と中位階層が

８．４％と、上位階層５．９％と比較して高い発生

率となっています。

また、経産牛１頭当たり年間飼養管理労働

時間は下位階層で１２４時間となっており、上位

階層の９７時間と２７時間の開きがみられます。

④安全性

経産牛１頭当たり借入金残高は下位階層が

１万３０００円で、中位階層、上位階層に比べてか

なり低くなっています。逆に、経産牛１頭当

たり年間借入金償還負担額は下位階層が１５万

４０００円と、他の階層に比べて高くなっています。

⑵ 都府県

①経営規模

労働力員数は、下位階層２．６人、中位階層

（図）当期生産費用に占める各費用の割合
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２．９人、上位階層３．２人と上位階層ほど多くな

っています。経産牛飼養頭数については、上

位階層７１．６頭、中位階層４５．０頭、下位階層４３．４

頭と上位階層ほど飼養規模が圧倒的に大きく

なっています。

耕・草地延べ面積は、上位階層１９．１ha、中位

階層１５．１ha、下位階層１２．０haとなっています。

②収益性

経産牛１頭当たり所得は、下位階層でマイ

ナスとなっており△４万５０００円となっていま

す。

全体的な収益性の階層間の傾向は北海道と

同様の傾向で、下位階層は、経産牛１頭当た

り売上高では上位階層の９０％にとどまり、経

産牛１頭当たり売上原価では２２％増となって

います。

③技術諸要因

経産牛１頭当たり産乳量、経産牛事故率、

経産牛１頭当たり年間飼養管理労働時間、乳

飼比など生産技術全般にわたって上位階層が

中位・下位階層に比べて良い成績を収めてい

ます。

④安全性

経産牛１頭当たり借入金残高は下位階層が

５４万５０００円、上位階層３５万２０００円、一方、経

産牛１頭当たり年間借入金償還負担額は下位

階層が９万９０００円、上位階層が５万２０００円と

なっており、ともに約２倍弱の開きが生じて

います。

次回は肉用牛繁殖経営を掲載する予定です。

（表３）家族労働力１人当たり年間所得階層別集計結果

項目 単位 北海道 都府県
下位２０％ 中位６０％ 上位２０％ 下位２０％ 中位６０％ 上位２０％

集計戸数 戸 １５ ４３ １５ ４３ １２７ ４３

規模

労働力員数 人 ３．６ ３．１ ２．８ ２．６ ２．９ ３．２
うち家族労働力員数 人 ３．２ ３．０ ２．６ ２．１ ２．７ ２．５

飼養頭数 経産牛飼養頭数 頭 ６０．１ ５７．９ ５８．４ ４３．４ ４５．０ ７１．６
耕・草地延べ面積 a ５，７１４．０ ８，５２１．６ １０，４３８．７ １，１９７．５ １，５０９．４ １，９０７．６

収益性

家族労働力１人当たり年間経常所得 千円 △６３６ ２，７５６ ５，９８２ △６，３６３ １，４５５ ４，７６８
経産牛１頭当たり年間経常所得 円 △２９，７３３ １４１，３６６ ２６６，２３０ △４５，２７０ ９７，３９９ ２１４，３８６
所得率 ％ △４．８ ２０．２ ３０．０ △５．６ １１．２ ２３．８
経産牛１頭当たり売上高 円 ６１７，４０９ ６９９，５４３ ８８８，７１０ ８１４，３３６ ８６７，２８４ ９００，１１０

うち牛乳販売収入 円 ５４７，１１４ ６０２，３５３ ７８０，２１４ ７５３，９００ ８０８，６８４ ８４４，５７１
経産牛１頭当たり売上原価 円 ７７１，３２９ ６７７，９５０ ６８４，２０９ ９０４，８４２ ８３５，３０８ ７４４，２２２
同労働費 円 １７２，３９８ １５８，７３６ １３８，８６４ １７９，３３２ １７２，００７ １２７，０６２
同購入飼料費 円 ２４６，９５５ ２３３，６５７ ２６３，６４９ ４５９，４６８ ４４９，４１５ ４４５，７１７
同減価償却費 円 １２１，８３７ １１４，０７０ １１１，７２７ １３５，４７２ １２０，４７６ １１８，１３９

技術諸要因

経産牛１頭当たり年間産乳量 ㎏ ７，２９５ ７，９８４ ７，７７４ ７，７２６ ８，２２６ ８，７３７
平均乳脂率 ％ ４．０２ ４．０２ ４．０６ ３．９９ ３．９３ ３．８８
生乳１㎏当たり平均価格 円 ７５．３ ７５．６ １０４．８ ９５．６ ９７．３ ９６．２
平均分娩間隔 月 １４．７ １４．１ １３．８ １５．０ １４．７ １４．４
受胎に要した種付回数 回 ２．４ ２．３ ２．３ ２．２ ２．２ ２．４
経産牛事故率 ％ ８．２ ８．４ ５．９ １３．２ ９．６ ８．８
経産牛１頭当たり年間飼養管理労働時間 時間 １２４ １１３ ９７ １５０ １４２ １０８
経産牛１頭当たり供用土地面積 a １０５．６ １５３．２ １７４．０ ３１．０ ３７．４ ４８．１
乳飼比（育成牛その他を含む） ％ ４５．３ ３８．２ ３４．２ ６１．２ ５５．４ ５２．６

安全性 経産牛１頭当たり資金借入残高 円 １３，３２４ ２０２，９７５ １５５，２８１ ５４４，５８８ ３２７，６８４ ３５１，８９５
経産牛１頭当たり年間借入金償還負担額 円 １５４，０６４ ５３，６６４ ８９，７５６ ９９，４２１ ６４，８４０ ５１，５４１
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＜粗飼料中の放射性物質の目安＞

放射性セシウム 放射性ヨウ素

乳牛用 ３００Bq／kg ７０Bq／kg

肉牛用 ３００Bq／kg 農産物の出荷制
限地域以外で生
産※その他の牛用 ５０００Bq／kg

※野菜類の放射性ヨウ素が暫定規制値（２０００Bq／kg）
を上回っていない地域

原子力発電所事故を踏まえた粗飼料
中の放射線物質の目安について

＜消費・安全局畜水産安全管理課＞

原子力発電所における事故に伴い、通常よ
りも高いレベルで放射線量が検出されている
地域があります。
このような地域では、粉じん等に付着して

落下してくる放射能をもつ物質（放射性物
質）が飼料や水にかからないよう、当面の間、
飼養管理に当たっては以下の点に注意してく
ださい。
１ 飼料
家畜に放射性物質がかかった牧草、乾草、

サイレージなどの飼料を与えることがないよ
うに、
（１）事故の発生前に刈り取った飼料を使い
ましょう。

（２）倉庫など屋内で保管された飼料を使い
ましょう。

（３）屋外で保管されている飼料については、
ラップ等で空気に触れない状態で保管され
たものだけを使いましょう（念のため、使
う前に乾草等を覆っているラップ等を布で
拭いたり、水洗いしましょう）。

２ 家畜の飲用水
飲用水が落下してくる放射性物質に汚染さ

れないように、
（１）水道水や井戸水を使用し、わき水や流

水等の使用は避けましょう。
（２）貯水槽には蓋をしましょう。
（３）舎外の水槽等で水を与えることは避け
ましょう。

３ その他
舎外で飼養すると、水、草や土から放射性

物質を摂取する可能性があります。当面、放
牧等はやめて畜舎内で飼育しましょう。
過去に通常よりも高いレベルの放射線量が

検出されている地域では、放射性物質の暫定
規制値を超えない牛乳や牛肉を生産するた
め、以下を目安にしてください。

安全な牛乳や牛肉が生産できるよう、放射
性物質濃度がこの目安を超えない粗飼料を牛
へ給与しましょう。
今後も引き続き、情報やデータを収集し、

必要に応じて目安を見直します。詳しくは、
「牛用粗飼料の放射性物質の暫定許容値Q＆A」
をご覧ください。

原子力発電所事故に伴う
粗飼料生産・利用の注意点

農林水産省は、これから牧草の刈り取りなど粗飼料の生産シーズンを迎えるに当たり、原
子力発電所事故に伴う粗飼料生産・利用の注意点を公表しました（４月２６日付）。その概要
をまとめて紹介します。（編集部）

行行政政のの窓窓
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（参考１）牛用粗飼料の放射性物質の暫定許
容値Q＆A

（問１）どうして暫定許容値を定めたのです
か。

（答）
原子力発電所の事故以来、生産者の皆様に

は、放牧をやめて畜舎の中で飼養し、事故の
発生前に刈り取った飼料を使用していただく
ようにしています。
現在も原子力発電所からの放射性物質の放

出が続いていますが、４月下旬頃から新たな
牧草等飼料作物の生産シーズンが始まります
ので、どのような粗飼料を牛へ給与すれば、
食品の暫定規制値を超えない牛乳や牛肉を生
産できるかを判断する目安として粗飼料の暫
定許容値を定めました。
なお、許容値は、実重量あたり（水分含有

量８割）で設定しています。
（問２）放射性セシウムの暫定許容値は、ど

うして「乳用牛・肥育牛」と「その
他の牛」で異なるのですか。

（答）
「乳用牛・肥育牛」と「その他の牛」で暫
定許容値が異なるのは、畜産物を生産する段
階とそれ以外の段階では、食品の暫定規制値
を超えないために許容される放射性物質の濃
度がそれぞれで異なるからです。
具体的には、育成期に飼料から摂取した放

射性物質は、搾乳までの間や肥育中にふんや
尿に排泄されるので、育成牛用粗飼料の暫定
許容値は乳用牛・肥育牛用のものと比べて高
い値でもよいことになります。
ただし、この値はあくまで上限値なので、

できるだけ濃度の低い粗飼料や放牧地を利用
してください。
なお、繁殖牛や種雄牛についても、育成牛

と同様、牛乳や牛肉の生産を目的として飼養
しておりませんので、育成牛用粗飼料と同じ
暫定許容値にすれば、牛の健康に影響を与え
る可能性は低いと考えます。

乳用牛：経産牛及び初回種付けを行った牛
肥育牛：肉用に出荷する時点からさかのぼっ

て短くても１５ヵ月以降の牛（なお、肥育期間
が１５ヵ月よりも短い場合でも、出荷時期から
さかぼって１５ヵ月以降の牛には肥育牛と同じ
暫定許容値が適用されます。）
乳用牛の育成牛：搾乳に向けて育成している
雌牛のうち、まだ初回種付けしていない牛
肉用牛の育成牛：肥育期間前の牛

（問３）乳用牛以外の放射性ヨウ素の暫定許
容値が具体的に示されていないのは
なぜですか。

（答）
育成牛については、飼料から摂取した放射

性ヨウ素が搾乳までの間や肥育中にほぼなく
なります。
肉用として出荷される肥育牛等について

は、牛肉の放射性ヨウ素の暫定規制値が設定
されていません。
このため、食品の暫定規制値を超えないた

めの目安としての暫定許容値を定めないで、
牛の健康を確保するために、農作物で出荷制
限が行われていない地域（野菜類の放射性ヨ
ウ素が暫定規制値（２０００Bq／kg）を上回って
いない地域）で生産された粗飼料を給与する
こととしました。
なお、これまでの報告からこのような地域

で生産された粗飼料であれば、牛の健康に悪
影響を及ぼす可能性は低いと考えます。
（問４）暫定許容値を守れば、牛乳や牛肉の

暫定規制値を守れますか。
（答）
暫定許容値は、粗飼料だけから放射性物質

を摂取した場合を考え、食品の暫定規制値を
超えない牛乳や牛肉を生産できるように定め
ています。
牛は水や土壌（粗飼料に付着する土を含

む）、野草あるいは飼料タンク外に放置され
た飼料等、様々なものから放射性物質を摂取
する可能性があります。
このため、暫定許容値を超えない粗飼料や

放牧地を利用するのはもちろんのこと、水や
土等からの放射性物質の摂取をできるだけ抑
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えるように飼養管理してください。
（問５）肥育の途中あるいは初産牛をと畜出

荷する場合、暫定許容値を守れば、
牛肉の暫定規制値を守れますか。

（答）
暫定許容値は、肉用牛の一般的なライフサ

イクルに基づいて生産される牛肉が、食品の
暫定規制値を超えないように定めています。
よって、肥育途中の肉用牛や初産の乳用牛

では、育成期に飼料から摂取した放射性物質
が牛の体内に多く残留している可能性があり
ます。
このため、食品の暫定規制値を超えない牛

肉を生産するよう、できる限り放射性物質の
濃度の低い粗飼料や放牧地を利用するととも
に、水や土等からの放射性物質の摂取をでき
るだけ抑えてください。
（問６）乳用廃用牛や繁殖牛、種雄牛をと畜

出荷する場合、暫定許容値を守れば、
牛肉の暫定規制値を守れますか。

（答）
搾乳牛や繁殖牛、種雄牛は肉用出荷を目的

として飼養しておりませんので、これらの牛
をその役割を終えた後に肉用出荷すると、牛
肉の暫定規制値を超える可能性があります。
このため、食品の暫定規制値を超えない牛

肉を生産するよう、搾乳牛の最終分娩後や繁
殖牛の最終妊娠期間中に放射性物質を含まな
い粗飼料を給与するなど計画的な飼養管理を
行ってください。
（問７）放射性ヨウ素は半減期が短いですが、

収穫時に暫定許容値を超えた牧草を
使えますか。

（答）
放射性ヨウ素は、８日経つと、もとの濃度

の半分に減ります。このため、収穫時に暫定
許容値を超えていたり、農産物の出荷制限が
行われていた地域で収穫された牧草も、その
後新たに汚染しないように一定期間保管管理
すれば、暫定許容値を下回り、飼料として使
えるようになります。
なお、給与に当たっては、収穫時に牧草に

土が付着する場合がありますので、それらに

含まれる放射性ヨウ素も考慮して、十分低い
濃度となるような保管期間をとってください。
（問８）暫定許容値は今後見直すのですか。
（答）
今回の暫定許容値は、原子力発電所から放

射線物質の放出が続いている中、現時点で得
られている科学的知見から暫定的に設定した
ものです。
このため、今後の放射性物質の放出状況や

その他の知見（放射性物質による牧草の汚染
状況や牛への影響等）を踏まえた上で、必要
に応じて見直していきます。

原子力発電所事故を踏まえた
飼料生産・利用等について

＜生産局畜産部畜産振興課＞

通常よりも高いレベルの放射線量が検出さ
れている地域などでは、今後、各県が牧草中
の放射性物質について調査を行い、その結果
を踏まえ、事故後に収穫した粗飼料の使用や
放牧について指導を行います。
放射性物質の濃度が粗飼料中の放射性物質

の目安（暫定許容値）を大きく上回る地域で
は、
① 牧草が収穫可能な草丈となったら、で
きるだけ早く刈り取り、再生草の生育を
促しましょう。

② 刈り取った草は給与せず、ほ場などで
保管してください。今後、廃棄の方法等
を追ってお知らせしますので、それまで
の間、堆肥への混入、すき込み、焼却等
は行わないでください。

平成２３年産の飼料作物の作付けの制限は行
いませんが、放射性物質の降下が続いていま
す。そこで、収穫・給与については、今後、
作付け後の飼料作物や土壌の調査を行い情報
提供を行います。
その他、以下のことに気をつけましょう。
① 育成牛や肉用繁殖牛向けの粗飼料は、
搾乳牛や肥育牛と同一のものを使う場合
を除き、分けて保管しましょう。

② 屋外運動場は、放牧ができるように
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なった地域に限り、除草などを行って利
用しましょう。

（参考２）原子力発電事故を踏まえた飼料の
生産・利用に関するQ＆A（未定稿）

問１ 今回の技術指導通知の目的について
（答）
これまで、原発事故への対応として、大気

中の放射線量が通常よりも高いレベルで検出
された地域については、事故前に収穫・保管
した粗飼料を使用することや、放牧を控える
ことなどを指導してきました。
このような中、飼料の収穫、放牧の開始時

期を迎えることから、放射性物質の汚染状況
に基づく的確な対応を行うため、粗飼料の暫
定許容値が設定されるとともに、牧草等の定
点調査も開始されました。
今回の技術指導通知は、安全な飼料の生

産・利用等を通じて安全な畜産物の生産を図
るための対応策として、この定点調査の結果
に応じた生育中の牧草の利用や放牧の取扱
い、新たな飼料作物の作付けなどについての
考え方を、現時点までの知見に基づいて示す
ものです。
今後も、粗飼料の放射性物質による汚染防

止対策などについて技術的な検討を行い、継
続的に情報提供を行う予定です。
問２ 定点調査結果が得られるまでの対応に

ついて
（答）
定点調査結果が得られるまで、大気中の放

射線量が通常より高いレベルで検出された地
域では、引き続き事故前に収穫・保管した粗
飼料等を使用し、放牧を控えてください。
なお、現在生育中の牧草は、収穫してかま

いませんが、収穫した牧草については、青刈
り給与は行わず保管してください。
問３ 乳用牛・肉用牛の放牧や粗飼料の使用

が可能な地域を判断するための目安と
なる条件（調査点数・回数など）につ
いて

（答）
放射性物質による汚染状況は、風向きや地

形等により左右される可能性があることか
ら、これらの要素も考慮して放牧や粗飼料の
使用を判断する必要があります。
このため、乳用牛（経産牛及び初回交配以

降の牛）や肉用牛（出荷前短くても１５ヵ月程
度以降の牛）の放牧や粗飼料の使用が可能な
地域を判断する際の目安として、本通知では、
各県における全ての定点調査（３ヵ所以上）
や地域において県が行う調査の結果（３点以
上）において暫定許容値を下回る場合としま
す。
また、原乳等の出荷制限・解除の状況の考

慮については、原乳等の出荷制限の解除にあ
たり、放牧の見合わせ等を条件としている場
合、関係機関等と調整を図ることが必要とな
ることがあります。
問４ 育成牛等の放牧や粗飼料の使用が可能

な地域を判断するための目安となる条
件について

（答）
問３の乳用牛や肉用牛以外の牛の放牧や粗

飼料の使用が可能な地域を判断する際の目安
として、本通知では、乳用牛などの場合と異
なり、各地域ごとの定点調査や県の調査（各
１点）において暫定許容値を下回る場合とし
ています。
なお、これまでの農産物の定点調査事例に

おいて、一定の数値上昇が見られた例がある
ことから、３，０００Bq／kgを超える測定結果の
場合は、測定値の変動の可能性を鑑み、次回
の調査結果も参考に判断を行うことを勧めて
います。
問５ 定点調査において、暫定許容値を超え

た地域の草地の取扱いについて
（答）
定点調査において暫定許容値を超えた地域

及び農産物での調査結果などから超えること
が想定される地域の草地においては、なるべ
く早期に牧草の刈取りを行い、再生草の収穫
に向けた準備に取り組んでください。その際、
刈り取った草について問６により対応してく
ださい。
なお、刈り取った草がほ場に残ることを防
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ぐため、①適切な草丈（３０cm以上）になって
から刈取りを行う、②適切な作業速度で作業
する等の点に留意してください。
問６ 定点調査や県の行う調査等において、

暫定許容値を超えた地域で収穫した粗
飼料の取扱いについて

（答）
原子力発電所の事故以降に収穫した粗飼料

については、給与を見合わせ、ラップ等によ
り事故以前に収穫した飼料と区分して保管し
てください。保管後の取扱いについては、牧
草中の放射性物質の含有状況や牛への影響等
の知見の収集を踏まえ、追って情報提供しま
す。
暫定許容値を大きく上回るなど利用が困難

と見込まれる場合は、廃棄することになりま
すが、改めて、その方法等について、情報提
供しますので保管し、堆肥への混入、すきこ
み・焼却等は行わないでください。
問７ 平成２３年産の飼料作物の作付けについ

て
（答）
飼料作物については、作付けの制限は行い

ません。
ただし、計画的避難区域では、概ね１ヵ月

を目途に計画的避難を実行するとされてお
り、実態として作付けは困難になると考えら
れます。緊急時避難準備区域でも、自主的避
難や区域内に立ち入る際に常に緊急時に屋内
避難等ができるようにすることが求められて
いることから、作付ける場合にも、一定の制
約を受けることがあるのではないかと考えら
れます。
また、土壌や作付け後の放射性物質の濃度

についての調査を進め、改めて粗飼料の収
穫・使用に向けた指導を行うこととしていま
す。
問８ 放牧や粗飼料の使用が制限されること

により生じる損害への補償について
（答）
今回の原子力発電所の事故によって生じる

損害については、事故との相当の因果関係が
認められるものについては、「原子力損害の

賠償に関する法律」に基づき適切な賠償が行
われることとなります。
具体的には、今回の補償の範囲については、

今後、原子力損害賠償紛争審査会が定める原
子力損害の範囲の判定指針に基づいて判断さ
れることとなりますので、適切な補償が行わ
れるよう万全を期していく考えです。
なお、このような指針が明らかになるまで

には、一定期間を要するため、現段階で農家
が前もって準備するものとして、飼料生産に
係る作業日誌や、資材等の購入伝票、代替飼
料等の購入に係る領収書、家畜の飼養日誌な
ど損害が証明できる資料を保管しておいてく
ださい。
問９ 屋外運動場の利用について
（答）
屋外運動場においては、牛が屋外運動場内

で土や雑草等を摂取することにより、放射性
物質を摂取する可能性があります。
このため、放牧可能な地域の屋外運動場に

ついて、清掃、運動場の周囲を含めた除草な
ど放射性物質を牛が摂取しないような防止策
が十分に講じられる場合に限り、利用するよ
うにしてください。
また、その他の屋外運動場についても利用

可能とするため、今後、客土による屋外運動
場の放射性物質の濃度低減対策などについて
知見を収集し、追ってその対策をお知らせす
ることとしています。
問１０ 放牧や粗飼料の使用ができないことに

より必要となる代替飼料の確保につい
て

（答）
放牧や粗飼料の使用ができないことにより

必要となる代替飼料については、関係者と連
携し、他の地域で生産された粗飼料の広域流
通や輸入粗飼料による確保を図ります。
粗飼料の確保が困難となることが見込まれ

る場合は、普段取引をしている農協等に早め
にご相談ください。

（農林水産省ホームページから抜すい）
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［平成22年度第4四半期］

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の肥育牛補塡金単価
ならびに養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価について

肥育牛補塡金の単価の算定 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

平均粗収益 A ８３３，１４０ ５５７，８３６ ３０４，２１７
平均生産費 B ８３０，５４１ ６０２，４２４ ３７３，３８３
差額 C＝A－B ２，５９９ ▲ ４４，５８８ ▲ ６９，１６６
補塡金単価 C╳ ０．８ ― ３５，６００ ５５，３００
注：１００円未満切り捨て
注：本事業は、新たな事業として基金の運営、管理を平成２２年４月から開始したことから、補塡金交付額に見

合う財源を確保できない場合、肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン事業）同様に、上記補塡金単価を
減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第５の６の⑽のアの()イ
県団体は、肥育安定基金の全額を取り崩してもなお支払うべき肥育牛補塡金の額に不足が生じる場

合は、理事長の承認を受けて、補塡金単価を減額することができるものとする。

① 肥育牛１頭当たりの肥育牛補塡金単価

（独）農畜産業振興機構は平成２２年度第４四半期（平成２３年１月から３月まで）に販売された交
付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網第５の６の⑽のアの()ア
の肥育牛補塡金の単価について、下記の通り公表しました。

② 肉豚１頭当たりの養豚補塡金単価

（独）農畜産業振興機構は平成２２年度第４四半期（平成２３年１月から３月まで）に販売された交
付対象の事業対象肉豚に適用する養豚経営安定対策事業実施要綱（平成23 年４月１日付け22 農
畜機第5232号による改正前の要綱）第５の４の⑺のアの()アの養豚補塡金単価について、下記の
通り公表しました。
養豚補塡金単価の設定
豚枝肉平均価格（平成２３年１月から３月の中央卸売市場及び
指定市場における「並」規格以上の重量加重平均価格） A 豚枝肉１キログラム当たり４４６円

保証基準価格 B 豚枝肉１キログラム当たり４６０円
保証基準価格と豚枝肉平均価格の差額 C
A － B 豚枝肉１キログラム当たり１４円

１頭当たりの養豚補塡金単価
C ╳０．８╳７７キログラム
（１０円未満切り捨て）

１頭当たり８６０円
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防暑対策の低コスト化を考える

（写真１）搾乳中、牛に散水と送風を行う （写真２）牛の肩の上から水が出ている

気温を下げるのでなく、牛を冷やす

簡易シャワーの設置と使用方法

地球温暖化の進行は、夏場の高温が厳しくなるだけでなく暑熱期間が長期化することで、
生産性の低下が大きくなることに加え、その対策にかかるコストも大きくなってくることが
懸念されます。
防暑対策のなかには、細霧システムにより畜舎内の温度を下げる方法がありますが、送風

機や細霧機器の購入は比較的高額となっています。それに対し、今回は低コストかつ容易に
取り組める防暑対策の事例を紹介します。
ミルキングパーラー（搾乳室）内で搾乳をする際、簡易なシャワーで水をかけると同時に、

もともと設置されている送風機で送風することで、安価で手間のかからない防暑対策を行う
ことができました。

細霧システムは、空気中に断続的に霧を発生させることで気温を下げるものですが、牛体
散水（ソーカー）は牛に直接水をかけると同時に送風することで、体温を下げることをね
らっています。液体（水）が蒸発する時に、液体に接しているもの（牛体）から熱をうばう
現象（気化熱または蒸発熱）を応用したものです。
また、細霧システムは湿度が高いときは効果が低いか、または逆効果の時がありますが、

牛体散水の場合は湿度が高いところでも効果があり、高温多湿の日本に向いている技術です。

簡易シャワーの設置は、パーラー内にある水道にホースをつなぎ、開閉コックを間に取り

ミルキングパーラー内での牛体散水による防暑対策
長崎県農林部農産園芸課 池 田 辰 也
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（写真３）左の水道からホースをつないでいる （写真４）塩ビパイプに開けた穴

（写真６）搾乳作業者の手の届くところに開閉
コックを取り付ける

（写真５）塩ビパイプをビニールテープで取り付
ける

牛体散水の効果

注意事項

付け、その先には穴を開けた塩ビパイプを牛の肩上方のストール鉄柱にビニールテープで取
り付けることで簡単にできます。牛が搾乳室に入ってきたら、搾乳が終わるまでコックを開
けて水をかけ続けます。その際、乳房炎にならないように乳房に水が行かず、肩に流れるよ
う塩ビパイプ穴の傾きを調整しておきます。

牛の呼吸が落ち着き、暑さによるヨダレもなくなり、なんといっても熱射病になる牛がい
なくなりました。平成２３年３月現在、牛群検定成績では、経産牛１頭当たり年間乳量は１万
０２１９kg、分娩間隔は４１９日（予定間隔３９９日）となっています。

牛体への散水は、必ず送風も同時に行わなければ涼しくなりません。また湿度が高いとこ
ろでも効果がありますが、気温が２５℃以下で行うと牛が寒がり、体調を壊すので気温には注
意してください。また、前述したように搾乳中は水が乳房に行かないようにするとともに、
使った水の後処理（汚水処理）ができることも条件になります。

（筆者：長崎県農林部農産園芸課技術普及班 畜産普及指導員 専技機能）
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